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はじめに 
 
現在の高度に発展した都市では、交通、情報通信など様々なインフラが整備され、都市に

生活する人々の利便性を高めている。一方、この都市の機能を保つために大量のエネルギー

が投入され、最終的にはこれが熱となって大気、水などの環境中に排出されている。特に夏

季においては空調機器によるエネルギー消費が増大し、都市の熱環境を悪化させることが懸

念される。そのため、これら人工的な排熱を管理し、エネルギー消費に伴って都市に排出さ

れる熱を最小限に抑えるよう努力することが求められる。しかしながら都市の機能は多様で

あり、人工的な排熱がどのような場所からどの程度排出されているかという実態はこれまで

捉えられていなかった。 
 
本調査は、東京２３区の夏季を例として、建物、交通、事業所など都市の諸施設から排出

される熱を人工排熱として洗い出し、その実態を明らかにしたものである。人工排熱の捉え

方にはいくつかの方法があるが、本調査では「供給段階」「消費段階」「排出段階」の３つで

整理し、各排熱の特徴やその詳細な算出方法を提示している。 
排出段階の結果では、東京２３区における一日の人工排熱量は 2,106TJ／dayとなってお
り、これは東京２３区に降りそそぐ日射のエネルギー量のおおよそ１割に相当する。また都

心部には日射と同程度の熱を排出している地区もあり、ヒートアイランド現象に少なからず

寄与しているものと考えられる。人工排熱の内訳は、業務ビルや住宅などの建物が５割、自

動車や鉄道などの交通機関から３割、事業所その他から残りの２割が排出されており、その

時刻別の変動や詳細な分布状況も明らかとなった。 
 
ここで得られた人工排熱のデータのみでヒートアイランド現象を全て説明できるわけで

はない。地表面の被覆や気象の状態などヒートアイランド現象に大きく寄与すると思われる

要因が残されている。また、全ての人工排熱の詳細な排出状況を網羅するまでには至ってお

らず、現状では課題として残されているものも少なくない。しかし、都市のヒートアイラン

ド対策を推進するにあたり、人工排熱の全貌を掌握した成果は大きいと考えている。 
今後、最新の知見により人工排熱データが精査される必要があるが、本調査で得られた成

果が大いに活用され、ヒートアイランド対策が効率的に推進されることを強く期待するもの

である。 
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